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２０２３年度 大学入試センター共通テスト（日本史Ａ追試験）解説 

第１問 テーマは水道。会話文による探求的学習風。 

問１ ア：開港当初から国内最大の貿易額、で横浜と分かる。イ：後藤（江藤じゃないよ）新平はやや細かい

知識だが、「民政長官」から軍人の斎藤実ではないと推定したい。 

問２ Ｘ：ｂ(長岡半太郎)は物理学者。Ｙ：幕末(開国)によって菌が持ち込まれてコレラが流行したことは知

っていて欲しいが、逆に結核は肺病＝空気感染だから水道は無関係と考えることもできる。 

問３ ａ：戦前の知事は中央から派遣された官僚。ｃ：史料１に「一私人の掌中に委ぬるは其の害なきを保せ

ず」とあり正文。ｄ：史料１に「費途の利害を顧るに遑あらず」とあるので誤文。 

問４ ウ：内地人と朝鮮人を比較していないと内地人優先を読み取れない。エ：解説に「全く不明である」と

自ら述べているのだから「捉えていない」であろう。 

問５ Ｘ：軍は「京都市民が水を「使い放題」と批判しているから誤文。Ｙ：資料の最後に「市民全員の共同

責任で取り締まらなければならぬ」とあるので正文。 

問６ Ⅰ(農業基本法)は１９６０年代の高度成長期、Ⅱ(農産物の輸入自由化)は８０年代の経済大国、Ⅲ(農

地改革)は４０年代の占領下。よってⅢ→Ⅰ→Ⅱ。 

問７ ③金融緊急措置令は占領下にインフレ抑制のために行ったもの。 

第３問 近代の人物についての発表準備という設定。 

問１ ア：平民主義＝民友社の『国民之友』。イ：平民主義を含む国権論が盛んだったこの時期は、鹿鳴館外

交への反発、大同団結運動が高揚した時期（民権運動の第４期）であり、弾圧法令は保安条例。 

問２ Ⅰ(三大事件建白運動)は上述の民権運動第４期、Ⅱ(国会期成同盟)は第２期の豪農民権期、Ⅲ(秩父事

件)は第３期の激化期。よってⅡ→Ⅲ→Ⅰ。 

問３ ①②Ｘに「資本家工業家がその資本に対する法外の利益を壟断する」とあり、②と合致する。③Ｙは「徒

党」「乱妨」を批判しているから誤文。④Ｙには「他国との交戦」については全く書かれていない。なお、

Ｙは福沢諭吉の『学問のすゝめ』の一節。 

問４ ①規模から天津条約で賠償金は出ていない。②乙巳保護条約村請のこと。③天津条約なのだから天津。 

問５ Ｘ：伊藤は「内閣に対して妨害」と述べているから誤文。Ｙ：原敬は「今日あるは閣下の力なり」と述

べているから正文。北方産物が交易された」のだから忌避されていない。誤文。 

問６ Ｘ：ａの「大戦景気」「鉄道政策」とあるので原内閣。ｂは「金解禁」となるので昭和の浜口内閣。 

Ｙ：ｃは大学令で原内閣。ｄは学校令で明治。 

問７ 甲は高橋是清、乙は田中義一で、①③④は合致する。②は憲政会の加藤高明の説明。 

第５問 近現代の女性史がテーマの問題。 

問１ ア：森有礼や中村正直だから明六社。イ：「東洋大日本国国憲按」だから植木枝盛。 

問２ Ｘ：父母の同意は不要(772 条)だが戸主の同意は必要(750 条)なので誤文。Ｙ：877 条には「父の親権」

とあるのみなので正文。 

問３ Ⅰ (日本共産党結成)は大正、Ⅱ(社会民主党)・Ⅲ (片山潜の労働組合結成促進)はともに明治だが、。

片山潜が社会民主党に加盟していることからⅢ→Ⅱ→Ⅰと判断できるかどうか。難しい。 

問４ ａ：史料２（一）で政治結社への加入も禁じられていると判明するので誤文。ｂ：（四）と合致するの

で正文。ｃ：寄生地主制と治安警察法に直接の関係はないので、ｄが正文。 

問５ ②史料３には「動員すべきではない」とは書かれていない。アキさんのメモからは、市川が戦争協力を

行う立場だったことも分かるから、適当ではない。 

問６ Ｘ：解説不要 Ｙ：「敗戦後」とある。工場法制定は明治。 

問７ ①ユウさんのメモに「様々な議論」とある。②廃止→修正。④女性参政権の獲得は戦後。 
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